	氏名
	研究テーマ

	鈴木政弘
	■追浜地区における人口推移及び予測

追浜地区における人口推移の動向を把握し、回帰計算法による人口予測を行う。また地区内に計画されている大規模開発の計画戸数を把握し、年齢別の計画人口を想定する。人口推計は幼少人口、生産人口、高齢人口の三層に対して行い、追浜商店街が対象とすべきターゲット層とそのビジネスの方向性について考察する。

	佐藤洋平
	■商店街における特産品開発の提案（梅干、梅ジャム、梅ワイン）

横須賀市、三浦市の農業の概要を把握するとともに、農産加工品の商店街での生産の可能性について検討する。特に田浦梅の里（田浦梅林）で生産される梅の活用方法についてコミュニティビジネスとしての成立可能性について検討する。

	佐治史恵
	■地域住民の商店街におけるコミュニティ活動事例の収集

地域住民の商店街におけるコミュニティ活動事例を収集し、追浜商店街における適用の可能性について検討する。

	福本佑美
	■学生セコハンまつりの企画提案

追浜周辺には関東学院大学、横浜市立大学、防衛大学校と多くの大学が立地しているが、2～3月に転出する卒業生の家電品の廃棄と3～4月に転入する新入生の家電品の購入は商店街にとって大きな需要を生み出す可能性がある。このため、この3ヶ月間に焦点を絞った家電リサイクルのまつりを企画する。（セコハン：セコンドハンドの略/中古製品、使い古し）

	稲田美帆　　
	■海洋深層水を活用した商店街における食品、飲料、酒類製造コミュニティの提案

三浦DSW社が三浦市三崎町で製造している海洋深層水に着目し、商店街における海洋深層水の活用方法を既存店舗に対して提案する。また商店街で製造されていない商品の場合は空き店舗における住民参加型の製造コミュニティを提案する。

	三岳大士
	■海洋深層水の輸送、流通ビジネスの可能性の検討

三浦DSW社から追浜商店街までの海洋深層水の運搬、商店街における貯水、各店舗までのデリバリー、各店舗顧客に対する飲料サービス方法のあり方に対する検討を行う。

	星野友美
	■「賑わいの道づくり事業」「環境舗装」
歩道整備の方向性について検討する。

	藤島貴樹　　
	■「追浜の工業とエコミュージアム」～追浜工業地区と商店街との連携手法の検討

中小企業は下請けや大企業との間の系列が崩れつつあり、新たな市場開拓は急務である。また製品の規格、納入先等転換期にあると考えられ、独自の商品企画が行われている。追浜に立地する企業は消費者ニーズを求めているため、新たな消費者や商店街との関係性を提案し、企業のまちづくりへの参加の働きかけを行う。

このため第一に墨田区の「小さな博物館運動」を事例調査し、追浜工業地区での適用可能性を検討する。また追浜工業地区で何が作られているか消費者が知らないこともあり、商店街における商品展示の可能性や追浜工業地区のWEBサイト構築の方向性について検討する。この場合、総務省e-地域ビジネス事業の活用を堀家彰生氏（三浦半島SOHOネットワーク）と協力して申請してはどうか。

	山下幹大


	■レンタサイクル事例の収集

学生は大部分は横浜方面から通学するため金沢八景駅から徒歩で学校まで通っている。このため隣駅である追浜駅から通学する学生は少ない。これは追浜商店街に学生が来ない大きな要因にもなっている。このため追浜駅から通学する仕掛けを考えることとする。
追浜は放置自転車が問題である。このため住民と学生が時間差で活用できる自転車システムを提案できないか。このため追浜で活用できるレンタサイクルのシステムについて事例を収集する。

	田中　滋
	■メタンガス利用と地域活動の事例収集

追浜地区では横須賀市と住友重機械工業とが協働してバイオガスによる実証試験プラントを稼動させている。こうした取り組みを踏まえ、商店街におけるメタンガス活用の方向性について検討する。


　
市原（TA)＆佐治：追浜市民による食品づくり活動の概要について資料収集

鈴木：国勢調査の資料収集（6回分：1975～2000年）

三岳、稲田、斉藤、堀家さんで三浦DSW社視察、昌子先生訪問依頼
佐藤、斉藤で田浦梅の里視察

　
　
